
本書の構成と特色
■　全体の構成　 　1年の学習内容から，基本的な項目の確認と応用力が身につくように構成されて

います。
■　単元の構成　 　単元 1，2は，確認問題→練成問題の 2ステップで，単元の学習内容の理解が深ま

るように構成されています。

　　　　　　　     単元 3 ～ 9 は，ポイント→確認問題→練成問題の 3ステップで，単元の学習内容
が基礎から育成されるように構成されています。

◇ポイント… …学習内容を細かく限定し，例題とその解法を中心に書いてあります。また，重要な
用語や公式・性質がまとめてあります。例題の解法とあわせて覚えておくようにし

て下さい。
◇確認問題… …単元 1，2 は，基本を中心にした問題を項目別に配列してあります。また，右段に

は用語などの説明やヒントをつけ加えました。

　　　　　      単元 3 ～ 9 では，ポイントの内容が理解できているかどうかが確認できるように
なっています。

◇練成問題… …入試問題に近い大問形式の問題で構成されています。公立高校や私立中堅高校の入
試レベルの実力が養えるようになっています。
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　〔正負の数を使った数量の表し方〕　次の表は 5つの都市の 7月の最高
気温をそれぞれ東京を基準として表したものである。表の空らんにあて

はまる数を答えよ。

□　

 （単位：℃）

　〔正負の数と絶対値〕　次の問いに答えよ。
□⑴　絶対値の最も小さい数は何か。

 　〔　　　　　　　〕

□⑵�　絶対値が 2より大きく 7より小さい数は何個あるか。

 　〔　　　　　　　〕

□⑶�　絶対値が等しく，差が 3である 2数を求めよ。

 　〔　　　　　　　〕

　〔正負の数の大小〕　次の問いに答えよ。
□⑴　－1─3，－1.5，－0.02 の大小関係を，不等号を使って表せ。
 　　〔　　　　　　　　　　　　〕

□⑵�　次の数を①　小さい順に左から並べよ。また，②　絶対値の小さい

順に左から並べよ。

+1.6，－1 1─6，+0.6，0，－1 2─3，－6
  □①〔　　　　，　　　　，　　　　，　　　　，　　　　，　　　　〕

  □②〔　　　　，　　　　，　　　　，　　　　，　　　　，　　　　〕

　〔数直線と正負の数〕　下の図は数直線であり，Oは原点である。いま，
この数直線上に原点をはさんで等間隔に 9個の点A～ Iをとった。この
とき，9個の点A～ Iに対応する数の和はどのような数か。次のア～ウ
から 1つ選び，記号で答えよ。

 ア　常に 0より大きくなる。　　　　イ　常に 0である。
 ウ　常に 0より小さくなる。 

□〔　　　　　　〕

1

札幌 金沢 東京 名古屋 那覇

最高気温 24.6 29.3 28.7 31.1

基準との比較 +0.6 0 +1.5

2

3

4

A B C D E O F G H I

1　正負の数を使った数量の表し

方

　東京の最高気温 28.7 ℃と比べ

て，何度高いか低いかを表してい

ることから考える。

　＋1℃→ 1℃高い

　－1℃→ 1℃低い

2　正負の数と絶対値

　絶対値＝（数直線上の，原点か

らの距離）と考える。

→

　数直線をかいて考える。

3　正負の数の大小

⑴  　負の数どうしの大小→絶対

値が大きいほど小さい数

4　数直線と正負の数

　E＋F＝0である。このような組

み合わせを，絶対値に注意して探

す。

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

正負の数の意味と加法・減法1
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　〔正負の数の加法・減法〕　次の問いに答えよ。
□⑴　次の計算をせよ。

□①　（－8）－（－5） □②　－17＋12－23

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□③　（－5）－（＋11）－2 □④　4－6－（－8）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑤　1.6－5.4－（－3.6） □⑥　7－（1－2.4）－0.4
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑦　8－｛－3－（－9）｝ □⑧　 1─4－
1─6－
15─4

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑨　－ 1─2＋
1─8－1

1─3  □⑩　－ 2─3－（－ 1─2）＋ 2─5
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑪　－ 3─2＋1.8－
5─6  □⑫　－1.25－（－ 9─4）－2 1─2

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑵�　次の①，②にあてはまるものを下のア～カからそれぞれすべて選び，

記号で答えよ。

 　①　計算結果がいつも負の数になるもの
 　②　計算結果が 0になることがあるもの
 　　ア　（正の数）＋（負の数） イ　（負の数）＋（負の数）

 　　ウ　0－（負の数） エ　（負の数）－（負の数）

 　　オ　（正の数）＋（正の数） カ　0－（正の数）

 〔①　　　　　，②　　　　　〕

　〔正負の数の加法・減法の応用〕　A，B，Cの 3人がゲームを 5回し
た。1回ごとに，1位の人は 20点，2位の人は 10点がもらえ，3位の
人は 30点をひかれる。下の表はその結果をまとめたものである。これに
ついてあとの問いに答えよ。

　

 （単位　点）

□⑴　表中のあにあてはまる数を求めよ。

 　　〔　　　　　　　〕

□⑵�　合計点は Bと Cが同点であった。このとき Cの 3回目と 4回目の
得点を求めよ。

 〔3回目　　　　　，4回目　　　　　〕

5

6

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 計

A ＋10 －30 ＋20 ＋10 ＋20

B ＋20 あ －30

C －30 ＋20 ＋20

5　正負の数の加法・減法

⑴   　加法・減法

・異符号の数の加法

→絶対値の差を求め，絶対値の

大きい方の符号をつける。

⑵  　正負の数に，適当な数をあて

はめて考える。

6　正負の数の加法・減法の応用

⑴  　1回ごとの 3人の得点の合計

が 0点になることから考える。

⑵  　⑴と同様に考えると，BとC

の 5回の合計点はそれぞれ 

｛0－（＋20）｝÷2＝－10（点）

　

ポイント

ポイント
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 　次の計算をせよ。
□⑴　－16－38－（－61） □⑵　3－8－｛－4－（－7）｝

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　1.5－2.4＋4.7－（3－8） □⑷　－4－｛5.3－（－0.3）｝＋3.6
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　－ 1─8＋
1─4－
1─6  □⑹　 3─5－

13─6 ＋
5─2

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑺　（ 1─3－0.5）－（ 3─4－ 5─6） □⑻　－3＋0.125－（3 1─4 －2 1─2 ）
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

 　下の図のように，数直線上に点Aから順に等間隔に 10個の点A～ Jをとった。点Aに対応する数が－2のと
き，あとの問いに答えよ。

□⑴　2点 A，D間の距離が 1のとき，点 Eに対応する数を求めよ。
 　　〔　　　　　　　〕

□⑵　点 Eを原点としたとき，次の①，②に答えよ。
□①　点 Fに対応する数を求めよ。

 　　〔　　　　　　　〕

□②　点 A～ Jに対応するすべての数の和を求めよ。
 　　〔　　　　　　　〕

 　a＞b＞c＞dで，a＋d＝0，b＋c＝0であるとき，次のア～シから常に成り立つものをすべて選び，記号で答えよ。
 ア　　a＞0，b＜0　　　イ　　b＞0，c＜0　　　ウ　　c＞0，d＜0
 エ　　a＞0，c＞0　　　オ　　a＞0，d＜0　　　カ　　c＝d＝0
 キ　　aと bの絶対値は等しい　　　　ク　　aと cの絶対値は等しい
 ケ　　aと dの絶対値は等しい　　　　コ　　bと cの絶対値は等しい
 サ　　bと dの絶対値は等しい　　　　シ　　cと dの絶対値は等しい
 □〔　　　　　　　　　　〕

 　3つの数 a，b，cについて次の 3つの条件があるとき，a，b，cの大小関係を不等号を使って表せ。
 ⅰ　a＜0 ⅱ　a＋b＞0 ⅲ　b＋c＜0

 □〔　　　　　　　　　〕

1

2

A B C D E F G H I J

3

4
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 　2つの整数 a，bがあり，a，bはともに－4以上 4以下の範囲にある。a－bの絶対値が 3となるような a，bの
値の組は，全部で何組あるか。

 □〔　　　　　　　〕

 　A君の中学校では計算ドリルが夏休みの宿題として出された。A君は，毎日同じページ数ずつこなして，1週間
で終わるように，1日の目標ページ数を決めた。下の表は，夏休みの 1日目から 5日目までにこなしたページ数を，
目標ページ数を基準として，＋，－の符号をつけて表したものである。これについてあとの問いに答えよ。

□⑴�　5 日間のうちで，こなしたページ数が最も多かった日と最も少なかった日の差は何ページか。

 〔　　　　　　　〕

□⑵�　5 日間でこなしたページ数の和を目標ページ数の和と比べたとき，その過不足を，5日間の目標ページ

数の和を基準（0）として，＋，－の符号をつけて表せ。

 〔　　　　　　　〕

□⑶�　計算ドリルを予定通りに 1週間で終わらせるためには，残り 2日間で，1日につき 10 ページずつこなさ

なければならない。計算ドリルのページ数を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

 　A，B，C，Dの 4つの地点の高低差を，右の図のように①から
⑥までの道にそって測量し，右下の表を得た。表中の高低差の数値

は，右の図における各道の→印の向きへの 2地点の高低差を表す。
例えば，①においては，B地点の高さからA地点の高さを引いた
値を表している。

このとき，A～Dのうちで，最高地点は
最低地点より何m高いか。

 □〔　　　　　　　〕

 　4つの整数 a，b，c，dがあり，a＜b＜c＜dである。いま，a，b，c，dから 2つの数を取り出して，6つの和
a＋b，a＋c，a＋d，b＋c，b＋d，c＋dをつくったところ，その中に同じ値があり，6つの和の値は－6，－1，1，
3，8のどれかになった。これについて次の問いに答えよ。

□⑴�　a＋bと a＋dの大小関係を，不等号を使って表せ。

 〔　　　　　　　　〕

□⑵�　b＋cと c＋dの大小関係を，不等号を使って表せ。

 〔　　　　　　　　〕

□⑶�　2 数の和が等しいのは，どれとどれか。また，その値を求めよ。

 〔　　　　　と　　　　　，　　　　　〕

 

5

6

1 日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目
目標ページと
の差（ページ） －1 ＋8 ＋5 －4 0

7

A

D
B

C

⑥

⑤

②

④

①

③

道 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

高低差（m） －2 ＋2 －4 －1 －5 －3

8
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　〔正負の数の乗法と除法〕　次の計算をせよ。
□⑴　－64×2.5 □⑵�　－128÷（－32）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　17.1÷（－3.8） □⑷　－1.25×（－ 5─6）
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　－26 □⑹　（－ 3─4）
3

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑺　－27×（－ 1─4）×（－28） □⑻　－125÷6÷（－25）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑼　1.8÷2.4×（－32） □⑽　（－6）2×14÷（－42）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　〔四則混合計算⑴〕　次の計算をせよ。
□⑴　17×（－3）＋46 □⑵�　3－2×（－5）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　6＋14÷（－2） □⑷　21－15÷（－3）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　18÷（－2）－7×（－3） □⑹　5×（－8）－60÷（－12）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑺　－ 1─8×｛－11－（－83）｝ □⑻　12－39÷（4－7）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑼　 1─3＋
4─15×（－ 3─8） □⑽　 1─8÷（－ 7─12）＋ 3─2

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　〔四則混合計算⑵〕　次の計算をせよ。
□⑴　（－4）3－10 □⑵�　（－2）3－（－2）2

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　（－3）2－6×2 □⑷　－52＋（－18）÷（－2）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　（1－5）2－33 □⑹　（－8）2÷（－19＋3）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　〔正負の数の乗法と符号〕　a×a×b＜0，b×c＞0，a×c＜0のとき，a，
b，cについて，正しく表しているものを，次のア～カから 1つ選び，記
号で答えよ。

　ア　a＞0，b＞0，c＜0　　　　　イ　a＞0，b＜0，c＞0

　ウ　a＞0，b＜0，c＜0　　　　　エ　a＜0，b＜0，c＞0

　オ　a＜0，b＜0，c＜0　　　　　カ　a＜0，b＞0，c＞0

 □〔　　　　　〕

1

2

3

4

1　正負の数の乗法と除法

⑸　－26＝－（2×2×2×2×2×2）

⑹ 　分数の累乗の計算は，分母，

分子ともに累乗の計算をする。

　　（ a─b）
n

＝a
n

─bn

⑼　1.8÷2.4＝1.8─2.4＝
18─24

⑽　累乗を先に計算する。

2　四則混合計算⑴

・四則計算

　乗除→加減

・かっこを含む四則計算

　かっこ内の計算（乗除→加減）→

乗除→加減

3　四則混合計算⑵

・累乗を含む四則計算

　累乗→かっこ内の計算→乗除→

加減

4　正負の数の乗法と符号

　　2数の積が正の数

　　→ 2 数は同符号

　　2数の積が負の数

　　→ 2 数は異符号

ポイントポイント

ポイント

ポイント

ポイント

正負の数の四則計算と応用2
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　〔分配法則の利用〕　分配法則　a×（b＋c）＝a×b＋a×c，（a＋b）×c
＝a×c＋b×c　を利用して，次の計算をせよ。

□⑴　18×（ 1─9－ 1─2） □⑵�　（－ 3─14＋ 8─7 ）÷ 1─56
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　49×（－24） □⑷　17×（－21）＋17×（－9）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　

　〔正負の数の応用〕　次の問いに答えよ。
□⑴�　次の表は，あるクラスの 6人のテストの結果を，クラスの平均を基準

とし，高いものは＋，低いものは－の符号をつけて表したものであり，

Eの得点は 64 点であった。6人の平均点を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

□⑵�　1回勝つと＋3点，1回負けると－4点となるゲームがある。最初の持

ち点が 0点であるとき，次の①，②に答えよ。

□①　このゲームを 5回行って，2回勝ったときの合計得点を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

　□② 　A，Bの 2人がこのゲームを何回か行ったところ，Aは 6回勝ち，
その合計得点は 6点になった。このときの Bの合計得点を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

□⑶�　音が空気中を伝わる速さは，気温が 0℃のときは毎秒 331 mであり，

気温が 1℃高くなるごとに毎秒 0.6m速くなり，15 ℃では毎秒 340mで
ある。音の速さが毎秒 328mのときの気温を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

　〔数の集合と四則〕　数の集合が次の⑴，⑵のとき，加法，減法，乗法，
除法の計算のうち，その集合でいつでもその計算ができるものはどれか，

答えよ。ただし除法の場合，0でわる計算は考えないものとする。
□⑴�　自然数

 〔　　　　　　　　　〕

□⑵�　整数

 〔　　　　　　　　　〕

　〔素因数分解の利用〕　378にできるだけ小さい自然数をかけて，ある
整数の 2乗になるようにしたい。いくつをかければよいか，求めよ。

〔　　　　　　　〕

5

6

生徒 A B C D E F

平均との差（点） ＋8 －3 －12 ＋6 －7 －16

7

8

5　分配法則の利用

⑶　49 を 2 数の差で表す。

⑷　分配法則を逆に利用する。

6　正負の数の応用

⑴ 　Eの得点からクラスの平均点

を求める。

⑵② 　Aの合計得点と勝った回数

から，負けた回数を求める。

⑶ 　1℃下がるごとに毎秒 0.6m

遅くなる。

7　数の集合と四則

　ある条件を満たすものの集まり

を集合という。

8　素因数分解の利用

　378 を素因数分解する。素因数

の指数が偶数になるような数をか

ければよいことから考える。

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント
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 　次の計算をせよ。
□⑴　－16÷ 8─3  □⑵　－10─3 ×（－15─4 ）
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　3 1─2 ÷（－2 1─3 ） □⑷　－1.6÷（－3 3─5 ）
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　－24÷（－2.5）÷1.6 □⑹　（－3）2×（－2）3÷ 2─3
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑺　（－ 3─5）
2
÷（－3）3×15 □⑻　（－ 1─3）

2
×（－ 3─4）÷ 1─12

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　

 　次の計算をせよ。
□⑴　20÷（－4）－（－7）×3 □⑵　7÷0.4－19.3
  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑶　 2─3＋
3─5×（－ 5─6） □⑷　－43＋（－32）÷ 1─6

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑸　（ 3─4－ 1─2）×（－ 2─5） □⑹　（1.25－ 3─2 ）÷（－ 1─2）
4

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑺　2÷ 2─3－（－ 3─4）×（－2）2 □⑻　3＋ 1─4×（－2）
3÷0.25

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

□⑼　（－ 1─2）
3
×（－22）－（－ 1─2）

2
÷ 1─2  □⑽　－22÷3－2 1─3 ÷（－1 5─9 ）

  〔　　　　　　　〕 〔　　　　　　　〕

　

 　ある工場では，製品（検査前）の 1日の生産目標を 200個と決めている。月曜日から土曜日までの生産高につい
て，目標からの過不足の個数を，多かったときは正の数で，少なかったときは負の数で，表の上段に記入している。

また，各曜日ごとの製品を検査した結果，不良品となった製品の個数を表の下段に記入している。下の表は，ある週

の結果をまとめたものである。これについて次の問いに答えよ。

□⑴ 　表の欠けているところア，イ
に数を書き入れよ。

 ア〔　　　　　　〕

 イ〔　　　　　　〕

□⑵ 　この 6日間で，検査に通った
製品の 1日あたりの平均個数を

求めよ。

 〔　　　　　　　〕

 　a，b，c，dの 4つの数の値は，－2，－1，0，1のいずれかである。いま，次のⅰ～ⅲの 3つの条件を同時に満
たすとき aの値を求めよ。

ⅰ　a＋b＋c＝0　　 ⅱ　a×b×d＞0　　 ⅲ　b×d＜0

 □〔　　　　　　　〕

1

2

3

月 火 水 木 金 土 合計

目標からの
過不足（個） －4 4 ア 0 －3 2 －4

不良品の
個数（個） 5 2 3 4 イ 1 20

4
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 　下の表は，A君のテストの得点が，前回に比べて多いか少ないかを示したものである。たとえば，3回目の－7は，
2回目より 7点低かったことを示している。1回目の得点を 75点，9回目の得点を 80点として，あとの問いに答
えよ。

□⑴　3回目のテストの得点を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

□⑵　表中の 4回目の空らんにあてはまる数を求めよ。

 〔　　　　　　　〕

□⑶　得点が最も低かったのは何回目か。また，その得点を求めよ。

 〔　　　　　　　　回目，　　　　　　　点〕

□⑷　9回のテストの平均点を，四捨五入して小数第 1位まで求めよ。

 〔　　　　　　　〕

 　A，Bの 2人が，1個のサイコロを使って，次のようなゲームを行った。これについてあとの問いに答えよ。
ⅰ　下の数直線の原点を出発点として，Aが点 P，Bが点Qを動かす。
ⅱ 　点 P，Qの動かし方は，サイコロを 1回ふって，偶数の目が出たら正の方向に 3だけ動き，奇数の目が
出たら負の方向に 2だけ動くものとする。

　

□⑴ 　3回ずつサイコロをふったところ，Aは 2，1，4の目が出て，Bは 1，3，6の目が出た。2点 P，Qの位
置を表す数を求めよ。

 〔P　　　　　　　，Q　　　　　　　〕
□⑵ 　サイコロを同じ回数ずつふったところ，Aの出した奇数の目の回数は Bより 3回少なく，Pの位置を表

す数は＋7であった。点Qの位置を表す数を求めよ。
 〔　　　　　　　〕

 　0以外の整数 a，bについて，次のア～キのような計算をするとき，その答えがあとの⑴，⑵の集合になるものを
すべて選び，記号で答えよ。

　ア　a＋b　　イ　a×a　　ウ　a÷b　　エ　a－b

　オ　bの絶対値を求める計算　　カ　b÷a　　キ　a×a－b×b

□⑴ 　整数 □⑵　自然数

  〔　　　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　　　〕

 　次の問いに答えなさい。
□⑴　180 を自然数 nでわって，ある整数の 2乗になるようにしたい。nの値をすべて求めよ。

〔　　　　　　　　　　　〕

□⑵ 　54とある整数の最小公倍数が 216 であるとき，ある整数をすべて求めよ。ただし，ある整数は 216 よ
り小さいものとする。

〔　　　　　　　　　　　〕

5

回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9
増減 3 －7 －2 10 －2 6 －3 （単位　点）

6

PQ

－5 －4 －3 －2 －1 0 ＋1 ＋2 ＋3 ＋4 ＋5

7

8
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